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沢
渡
川
整
備
１
億
充
て
る

気
象
庁
は
関
東
甲
信
地
方
の
極
雨
入
り
を
発
表
。
降
雨
に
よ
る
河
川
の
増
水
や
水
位
上
昇
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
県
水
戸
土
木
事
務
所
に
お
い
て
も
着
実
に
河
川
整
備
を
推
し
進
め
る
。
涸
沼
川
で
は
、
中
流
工
区
で
河

道
掘
削
の
ほ
か
、
左
岸
側
の
整
備
用
地
取
得
に
向
け
た
測
量
に
着
手
。
涸
沼
大
橋
近
く
の
下
流
工
区
で
は
、

堤
防
強
化
を
進
め
て
い
く
。
全
体
で
は
１
万
９
８
０
０
ｍ
の
整
備
が
完
了
し
て
い
る
。
川
幅
が
換
く
水
位
が

上
昇
し
や
す
い
沢
渡
川
で
は
、
浸
水
被
害
解
消
の
た
め
バ
イ
パ
ス
水
路
を
整
備
。
逆
川
に
つ
い
て
も
護
岸
工

を
施
し
、
環
境
改
善
を
図
っ
て
い
く
。
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用
地
取
得
に
向
け
た
測
量
２

万
９
０
０
０
だ
を
爛
ヤ
マ
ト

（水
戸
市
）
が
実
施
す
る
。

【
一
級
河
川
涸
沼
川

（
下
流

工
区
＝
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
～
涸
沼

大
橋
】

新
橋
～
涵
沼
大
橋

（
Ｌ
ｌ

３
０
０
ｍ
）
で
堤
防
強
化
を

進
め
て
い
く
。
本
年
度
は
上

石
崎
地
先
の
２
工
区

（
Ｌ
ｌ

０
０
ｍ
×
２
）
で
路
体

・
築

堤
盛
土
工
、
法
面
整
形
工
、

か
る
マ
ッ
ト
エ
な
ど
の
工
事

を
７
～
９
月
に

一
般
競
争
入

札
で
発
注
す
る
。

現
在
で
は
、
延
長
１
５
０

ｍ
区
間
を
宇
野
建
設
工
業
佛

（
茨
城
町
）
が
施
工
を
進
め

て
い
る
。

【沢
渡
川

（水
戸
市
】

浸
水
被
害
解
消
を
図
る
た

め
、
岩
間
街
道
か
ら
常
磐
大

学
付
近
ま
で
の
延
長
８
５
０

ｍ
で
捷
水
路

（
バ
イ
パ
ス
水

路
）
の
整
備
を
進
め
る
。
当

初
予
算
で
は
事
業
費
１
億
円

を
確
保
。
９
月
歪
ろ
ま
で
に

掘
削
工

（８
０
０
０
だ
）
や

地
盤
改
良
工

（中
層
混
合
処

理
工
、
Ｌ
４。
ｍ
）
を
公
告
す

る
。計

画
で
は
護
岸
か
ら
河
床

ま
で
２

・
５
～
４
ｍ
で
掘
削

し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
積
み
プ

ロ
ッ
ク
で
護
岸
す
る
。
設
計

は
日
本
工
営
佛
が
担
当
。

一
部
区
間
で
は
常
磐
線
に
近
接

し
て
い
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
と
の

施
工
協
議
を
進
め
て
い
る
。

【逆
川

（水
戸
市
）

水
戸
市
中
央
を
流
れ
る
逆

川
で
は
、
護
岸
工
に
て
川

岸
の
崩
落
箇
所
を
改
善
す

る
。
施
工
延
長
が
お
よ
そ
８。

ｍ
で
、
掘
削
雀
霊
盗
土
工
の

ほ
か
、
平
プ
ロ
ッ
ク
張
、
か

乙
マ
ッ
ト
、
張
乏
な
ど
を
施

す
。
９
月
ま
で
に

一
般
競
争

入
札
で
発
注
し
、
渇
水
期
と

な
る
１０
月
以
降
に
着
工
す

る
。

２３
年
度
以
降
に
は
上
流

側
を
実
施
し
て
い
く
計
画
。

【涸
沼
前
川

（茨
城
町
逹

長
岡
橋

（長
岡
地
先
）
付

近
の
左
岸
で
排
水
樋
管
の
整

備
を
進
め
る
。
延
長
２
０
０

ｍ
を
２
工
区
に
て
７
～
９
月

に

一
般
鋭
多
入
札
で
発
注
す

る
。
硼
建
設
技
術
研
究
所

【
一
級
河
川
涸
沼
川

（
笠
間

工
区
＝
笠
間
市
下
市
毛
～
笠

頭回）】
Ｊ
Ｒ
水
戸
線
～
野
郎
橋
の

延
長
２
４
０
０
ｍ
で
、
未
改

修
区
間
１
１
０
０
ｍ
の
早
期

完
成
に
向
け
て
整
備
を
進
め

る
。

２２
年
度
は
笠
間
郵
便
局

（
笠
間
市
笠
間
１
５
９
８
１

１１
）
近
く
の
右
岸
と
南
側
の

左
岸
に
て
、
河
道
掘
削
や
護

岸
工
を
そ
れ
ぞ
れ
延
長
２
０

０
ｍ
ず
つ
施
工
す
る
。
遅
く

て
も
９
月
歪
ろ
に
は
工
事
を

発
注
し
、
約
６
カ
月
の
工
期

で
完
成
さ
せ
る
。

【
一
級
河
川
涸
沼
川

（
中
流

工
区
Ｈ
笠
間
市
南
小
泉
～
下

市
毛
】

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
～
水
戸
線
の

延
長
９
３
０
０

ｍ
の
う
ち
、

２２
年
度
は
亀
の
甲
橋
上
流
付

近
の
右
岸
と
左
岸
の
２
工
区

で
、
河
道
掘
削
３
０
０
０
だ

を
実
施
す
る
。
渇
水
期
と
な

る
９
月
０
ろ
の
発
注
を
予
定

し
、
年
度
内
の
完
了
を
目
指

す
。２３

年
度
以
降
に
は
、
延
長

１
４
０
０
ｍ

（片
岸
３
０
０

ｍ
、
両
岸
１
１
０
０
ｍ
）
の

護
岸
工
を
計
画
。
詳
細
設
計

を
、
い
で
あ
蜘

（世
田
谷
区
）

が
年
度
内
に
ま
と
め
る
。
宍

戸
木
茎
誇
只
笠
間
芭
半
町
２２
）

付
近
で
は
、
左
岸
側
の
整
備

荒
野
台
地
区
の
排
水
整
備

２３
年
度
調
整
池
着
工

雨
水
排
水
整
備
を
進
め
る

鹿
嶋
市
は
、
荒
野
台
地
区
に

お
い
て
雨
水
管
や
調
整
池
の

整
備
を
計
画
し
て
い
る
。
２

０
２
２
年
度
は
延
長
１
８

６

・
５
ｍ
で
管
路
敷
設
工
事

を
実
施
。
６
日
に
は
１
１
５

ｍ
を
対
象
と
し
た
雨
水
管
整

備
工
事
を
公
告
し
て
い
る
。

当
初
予
算
で
は
整
備
工
事
費

と
し
て
１
億
５
７
０
０
万
円

を
確
保
し
た
。
ま
た
、
調
整

池
に
つ
い
て
は
２３
年
度
に
着

工
す
る
計
画
。

武
野
台
地
区
は
鹿
島
臨
海

鉄
道
大
洗
鹿
島
線
の
荒
野
台

駅
が
位
置
し
て
お
り
、
駅
周

辺
の
道
路
沿
線
な
ど
に
宅
地

鹿嶋市

用運春来で木栃●城茨ル、
リ

″
一

財
オ

ル

フ
堺
ト

ア
一
　

ッ”カ
ＰＲＱ

０

関
東
道
路

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
指
し
Ｉ
。
関
東
道
路
仰

（筑
西
市
）
の
武

藤
正
浩
代
表
取
締
役
は
２。
日
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
排
出
業
者
か
ら
の
解
体

・
廃
棄
依

頼
を

一
元
管
理
す
る

「ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
Ｓ
Ｒ

Ｐ
）
事
業
」
を
公
表
し
、
今
後
の
展
望
を
語
っ
た
。
従
来
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
廃
棄

問
題
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
環
境
Ｄ
Ｘ

（デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
の
構
築
を
見
据
え
る
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
来
年
２
月
に
完
成
予
定
。
来

春
か
ら
茨
城
県
と
栃
木
県
で
稼
働
を
計
画
し
て
い
る
。

決

・
災
害
防
止
▽
ソ
ー
ラ
ー

事
業
終
了
に
伴
う
土
地
の
有

効
利
用
▽
ソ
ー
ラ
ー
電
力
の

集
積
事
業

・
第
２
次
売
電
事

業
▽
蓄
電
事
業
―
な
ど
新
た

な
事
業
を
展
開
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
環
境
情
報
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
と
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
化
を
図
る
こ
と
で
、
持
続

可
能
な
循
環
型
社
会
の
形
成

を
目
指
す
。

Ｓ
Ｒ
Ｐ
の
枠
組
み
に
は
、

既
に
産
廃
事
業
者
や
金
融
機

関
、
商
社
な
ど
多
く
の
業
者

が
奎
国
。
武
藤
代
表
取
締
役

は

「
Ｓ
Ｒ
Ｐ
は
、
環
境
間

題
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

変
換

へ
大
き
く
貢
献
で
き
る

シ
ス
テ
ム
。
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
わ
る
全
て
の
企
業
と
連

携
で
き
、
と
も
に
発
展
し
て

い
く
シ
ス
テ
ム
で
も
あ
る
。

環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
革
新

的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
し
、
環
境
Ｄ
Ｘ
を
構
築
し

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

工事  解,購
金融機関

ソーラー′ヽネル

リサイクJレシステム

法律ま&他

―

ソーラーパネルリサイクルプラットフオームの構成図

場
所
か
ら
最
短
距
離
の
各
会
　
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
事
業
▽

員
企
業
に
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
　
ソ
ー
ラ
ー
廃
棄
物
問
題
解

の
依
頼
が
可
能
と
な
る
。

Ｓ
Ｒ
Ｐ
に
よ

っ
て
環
境
Ｄ

Ｘ
へ
の
期
待
も
高
ま
る
。
情

報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
全
国
展

開
を
図
る
ほ
か
、
▽
再
生
可

Ｓ
Ｒ
Ｐ
事
業
は
、
自
社
で

発
明

・
特
許
取
得
の

「情
報

処
理
装
置
、
情
報
処
理
方
法

お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
活

用
し
た
も
の
。
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
の
廃
棄
は
将
来
、
設
備

寿
命
に
よ
っ
て
現
在
の
８。
倍

以
上

（
８。
万
ｔ
／
年
、
ピ
ー

ク
時
１
４
０
万
ｔ
／
年
）
に

増
え
る
懸
念
が
あ
る
と
さ
れ

る

（
環
境
省
）。
関
東
道
路

で
は
、
将
来
的
に
大
き
な
社

会
間
題
に
な
る
と
認
識
。
５

年
ほ
ど
前
か
ら
問
題
解
消
に

向
け
た
構
想
を
描
き
、
必
要

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
許
を
２

０
２
１
年
７
月
に
登
録
す
る

な
ど
Ｓ
Ｒ
Ｐ
運
用
の
準
備
を

進
め
て
き
た
。

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
は
従
来
、
ソ
ー
ラ
ー
排

出
業
者
か
ら
依
頼
を
受
け
た

解
体
業
者
等
が
、
解
体

・
分

別
業
者
、
収
集
運
搬
業
者
な

ど
６
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
見
積

書
を
も
ら
う
煩
雑
な
流
れ
と

な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
不
適

切
な
解
体
業
者
等
に
よ
る
不

法
投
棄
を
防
げ
ず
に
い
る
課

題
が
あ
る
。
Ｓ
Ｒ
Ｐ
を
運
用

す
れ
ば
、
完
全
な
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が

実
現
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
通
じ
て
、
ソ
ー
ラ
ー
設
置

゛
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Ｆ
ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
・１

（
中
央
区
）
が
一

ま
と
め
た
。

開
発
が
進
ん
で

側
は
畑
地
等
の

地
の
宅
地
が
立

雨
水
排
水
対

な
る
。

１６
年
度

（
港
区
）
が
荒
一

水
計
一回
を
策
定

に
は
事
業
計
画

け
て
い
る
。

現
在
は
東
排

を
進
め
て
お
り

中
野
東
小
学
校

管
敷
設
工
事
を

工
法
で
、
土
被

～
１

・
３
ｍ
程

２３
年
度
に
は

電

理

書

一

工
期
は
１
年
理

掘
り
込
み
式
を

留
量
は
１
万
１

設
計
“

候
始

土
浦
市
の

（

津
地
区
統
合
小

業
で
５
月
３。
日

区
長
４
人
か
ら

地
の
再
選
定
や

立
な
ど
を
求
め

提
出
さ
れ
た
「

け
、
当
初
７
月

き
開
始
を
予
定

本

・
実
施
設
計

募
型
プ
ロ
ポ
ト

と
な
る
。
市
は

に
向
け
、
再
検

水戸工場


